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2.2  高感度ECO/BIO­ICPMS装置 
全消費型 
ネブライザー 
試料: 
流量: 
カラム: 
移動相 A: 
移動相 B: 
0.5 ml 
6 ml min ­1 
ヘパリン (0.5 mm i.d.×35 mm) 
0.02 M トリス硝酸 (pH 7.4) 
0.02 Mトリス硝酸 + 1.4 M 酢酸アンモニウム (pH 7.4) 
HPLC システム 
3. 結論 
2. 高感度Eco/Bio­ICPMS による血漿中のセレノプロテインP の定量 
2.1 飼育実験
　マウスに Se 対照餌 を与え 4 週間飼育した後、 82 Se 濃縮溶 
液を静脈注射し、血液を 0, 1, 6, 24, 72 時間後にそれぞれ採 
取した。血液に抗凝血剤を添加した後、遠心分離を行い血漿 
試料を得た。 
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　1 時間後に 外因性 eGPx + アルブミンの量は急速に上がり、6 時間後には減少 
することが観察された。また、外因性 Sel­P の量は 6 時間後まで増加し続け、その 
後、緩やかに減少して72 時間後には最高値の 30% まで減少することが分かった。
　このことから、外因性 82 Se は 1 時間以内にはアルブミンに吸着し、6 時間後には 
Sel­P の合成に利用されることが推測される。その後、Sel­P は各臓器で利用また 
はフン・尿によって排泄されることで減少したと考えられる。
　　　アフィニティークロマトグラフィーを用 
いることによって、Sel­P を選択的に吸 
着させることができる。また、移動相Aか 
ら移動相Bに切り替えることで吸着した 
Sel­P を溶離させた [2] 。
　　　この方法により、カラム内に試料が欠 
損することなく、 0.5 ml のヒト血漿中の 
Sel­P の定量することが可能となった。 
2.3 マウス血漿中におけるセレンの化学形態別分析 
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マウス血漿における Se クロマトグラム 
(投与後 24 時間経過) 
1. 研究の目的
　血漿中においてセレン (Se) は主にタン 
パク質に取り込まれ、細胞外グルタチオン 
ペルオキシダーゼ(eGPx) 、セレノプロテイ 
ンP (Sel­P)、アルブミンの形態で存在して 
いる。 以前の研究では、sub­ml の血漿試 
料におけるSeの化学形態別分析を実行す 
るために、高感度Eco/Bio­ICPMS装置の 
構築を行った[1]。
　本研究では、構築した装置により血漿中 
における Se 含有タンパク質の動的代謝過 
程の解明を行う。 
血流中のセレンの代謝機構 トレーサー実験 
•　全消費型ネブライザーを用いた高感度ECO/BIO­ICPMS装置によって、0.5 ml の Sel­P の動的代謝機構を観察することができた。 
•　Sel­P は亜セレン酸 (SeO 3 2­ )  を静脈注射してから 6 時間以内に合成された。 
•　Sel­P は Se を体内に輸送するタンパク質として働くため、投与後 6­72 時間にかけて穏やかに減少したと考えられる。 
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マウス血漿中におけるSe含有タンパク質の経時的変化 
血漿 
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m/z 77 = 内因性 Se× 77 Se 天然同位体比 + 外因性 Se× 77 Se 濃縮溶液同位体比 
m/z 82 = 内因性 Se× 82 Se 天然同位体比 + 外因性 Se× 82 Se 濃縮溶液同位体比 
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（0.0763） （0.0015） 
（0.0873） （0.9719）
